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1 アフリカの角（Horn of Africa）」という概念は、狭い意味では、スーダン、南スーダン、エ
チオピア、エリトリア、ジブチ、ソマリア、ソマリランドの 6カ国（未承認国家を含む）を含




2 Scramble for Africaという事象を日本では「アフリカ分割」と記すのが通例である。 
紅海岸・アフリカの角 
Red Sea and Horn of Africa 
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例えば、2016 年 1 月には、サウジ西部の紅海岸のヤンブーでサウジアラムコが中国石油化工
（シノペック）と合弁で進める大規模石油精製施設 YASREF（Yanbu Aramco Sinopec Refining 
Company Project）の竣工式典が行われた。同年 10 月に中国はジブチ−アジスアベバ間を結ぶ電
化鉄道の完成式典を行った。中国はこれを皮切りにエチオピアの全土に及び、南スーダンやスーダ
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して同年 9 月以後、UAE はジブチの北方の隣国エリトリア最南部のアッサブの港湾を租借し、大規
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（2017年 3月 7日脱稿） 
東京大学先端科学技術研究センター 池内恵 
                                                   
3 エチオピアがナイル川上流の、スーダンとの国境付近に建設を計画しているダム。エジプト
は英植民地時代の協定からナイル川の水利用に関して極度に有利な条件を確保し、既得権を譲
るいかなる交渉も拒否して来たが、これに対してナイル川上流のアフリカの角諸国が一致して
現状変更を進める動きが出ており、エチオピアのルネサンス・ダム建設はそのうち最大規模の
ものである。 
